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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 シ リ コ ン 系 薄 膜 の 形 成 方 法 　
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 真 空 容 器 内 に フ ッ 素 化 シ リ コ ン と 水 素 を 含 む 原 料 ガ ス を 導 入 し 、 前 記
真 空 容 器 内 に 導 入 し た 基 板 上 に 高 周 波 プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 を 用 い て シ リ コ ン 系 薄 膜 を 形 成 す
る 方 法 で あ っ て 、 生 起 し た プ ラ ズ マ ｉ Ｆ α （ ４ ４ ０ ｎ ｍ ） に 起 因 す る 発 光 強 度

Ｈ α （ ６ ５ ６ ｎ ｍ ） に 起 因 す る 発 光 強 度 以 上 と す る こ と を 特 徴 と し た シ リ
コ ン 系 薄 膜 の 形 成 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 請 求 項 １ に 記 載 の シ リ コ ン 系 薄 膜 の 形 成 方 法 に お い て 、 高 周 波 導 入 部
と 前 記 基 板 と が 対 向 し て お り 、 前 記 高 周 波 導 入 部 と 前 記 基 板 と の 距 離 が ３ ｍ ｍ 以 上 ３ ０ ｍ
ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る シ リ コ ン 系 薄 膜 の 形 成 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の シ リ コ ン 系 薄 膜 の 形 成 方 法 に お い て 、 放 電
空 間 内 の 圧 力 が ９ ０ Ｐ ａ （ ０ ． ６ ８ Ｔ ｏ ｒ ｒ ） 以 上 １ ． ５ × １ ０ ４ ｐ ａ （ １ １ ３ Ｔ ｏ ｒ ｒ
） 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る シ リ コ ン 系 薄 膜 の 形 成 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 プ ラ ズ マ の 生 起 し て い る 放 電 空 間 の 体 積 を Ｖ （ ｍ ３ ） 、 前 記 原 料
ガ ス の 流 量 を Ｑ （ ｃ ｍ ３ ／ ｍ ｉ ｎ ） 、 放 電 空 間 の 圧 力 を Ｐ （ Ｐ ａ ） と し た と き に 、 τ ＝ ５
９ ２ × Ｖ × Ｐ ／ Ｑ で 定 義 さ れ る 滞 留 時 間 τ が 、 ０ ． ０ １ 秒 以 上 １ ０ 秒 以 下 し た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ リ コ ン 系 薄 膜 の 形 成 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 請 求 項 ２ な い し ４ の に 記 載 の シ リ コ ン 系 薄 膜 の 形 成 方 法
に お い て 、 高 周 波 の 導 入 パ ワ ー を Ａ （ Ｗ ） 、 高 周 波 導 入 部 面 積 と 高 周 波 導 入 部 と 基 板 と の
距 離 の 積 を Ｂ （ ｃ ｍ ３ ） と し た と き の 高 周 波 密 度 Ａ ／ Ｂ の 値 が 、 ０ ． ０ ５ ～ ２ Ｗ ／ ｃ ｍ ３

で あ る こ と を 特 徴 と す る シ リ コ ン 系 薄 膜 の 形 成 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 基 板 と 高 周 波 導 入 部 と の 間 の 距 離 を 変 え る こ と が 可 能 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ な い し ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ リ コ ン 系 薄 膜 の 形 成 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 プ ラ ズ マ の 発 光 強 度 を 、 Ｓ ｉ Ｆ α （ ４ ４ ０ ｎ ｍ ） に 起 因 す る 発 光
強 度 と 、 Ｈ α （ ６ ５ ６ ｎ ｍ ） に 起 因 す る 発 光 強 度 を 所 定 の 強 度 比 に な る よ う に 調 整 し た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ リ コ ン 系 薄 膜 の 形 成 方 法 。
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　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 原 料 ガ ス が 水 素 化 シ リ コ ン 化 合 物 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ な い し ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ リ コ ン 系 薄 膜 の 形 成 方 法 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
　 本 発 明 は シ リ コ ン 系 薄 膜 の 形 成 方 関 す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 は 、 真 空 容 器 内 に フ ッ 素 化 シ リ コ ン と 水 素 を 含 む 原 料 ガ ス を 導 入 し 、 前 記 真 空 容
器 内 に 導 入 し た 基 板 上 に 高 周 波 プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 を 用 い て シ リ コ ン 系 薄 膜 を 形 成 す る 方 法
で あ っ て 、 生 起 し た プ ラ ズ マ ｉ Ｆ α （ ４ ４ ０ ｎ ｍ ） に 起 因 す る 発 光 強 度

Ｈ α （ ６ ５ ６ ｎ ｍ ） に 起 因 す る 発 光 強 度 以 上 と す る こ と を 特 徴 と し た シ リ コ ン 系
薄 膜 の 形 成 方 法 で あ る 。
上 記 シ リ コ ン 系 薄 膜 の 形 成 方 法 に お い て 、 高 周 波 導 入 部 と 前 記 基 板 と が 対 向 し て お り 、 前
記 高 周 波 導 入 部 と 前 記 基 板 と の 距 離 が ３ ｍ ｍ 以 上 ３ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま
た 、 放 電 空 間 内 の 圧 力 が ９ ０ Ｐ ａ （ ０ ． ６ ８ Ｔ ｏ ｒ ｒ ） 以 上 １ ． ５ × １ ０ ４ ｐ ａ （ １ １ ３
Ｔ ｏ ｒ ｒ ） 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 、 前 記 プ ラ ズ マ の 生 起 し て い る 放 電 空 間 の
体 積 を Ｖ （ ｍ ３ ） 、 前 記 原 料 ガ ス の 流 量 を Ｑ （ ｃ ｍ ３ ／ ｍ ｉ ｎ ） 、 放 電 空 間 の 圧 力 を Ｐ （
Ｐ ａ ） と し た と き に 、 τ ＝ ５ ９ ２ × Ｖ × Ｐ ／ Ｑ で 定 義 さ れ る 滞 留 時 間 τ が 、 ０ ． ０ １ 秒 以
上 １ ０ 秒 以 下 と す る こ と が 好 ま し い
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 高 周 波 の 導 入 パ ワ ー を Ａ （ Ｗ ） 、 高 周 波 導 入 部 面 積 と 高 周 波 導 入 部 と 基 板 と の 距 離 の 積
を Ｂ （ ｃ ｍ ３ ） と し た と き の 高 周 波 密 度 Ａ ／ Ｂ の 値 が 、 ０ ． ０ ５ ～ ２ Ｗ ／ ｃ ｍ ３ で あ る こ
と が 好 ま し い 。 前 記 プ ラ ズ マ の 発 光 強 度 を 、 Ｓ ｉ Ｆ α （ ４ ４ ０ ｎ ｍ ） に 起 因 す る 発 光 強 度
が 、 Ｈ α （ ６ ５ ６ ｎ ｍ ） に 起 因 す る 発 光 強 度 以 上 で あ る よ う に 調 整 す る こ と が 好 ま し い 。
前 記 プ ラ ズ マ の 発 光 強 度 を 、 Ｓ ｉ Ｆ α （ ４ ４ ０ ｎ ｍ ） に 起 因 す る 発 光 強 度 と 、 Ｈ α （ ６ ５
６ ｎ ｍ ） に 起 因 す る 発 光 強 度 を 所 定 の 強 度 比 に な る よ う に 調 整 す る こ と が 好 ま し い 。 前 記
原 料 ガ ス が 水 素 化 シ リ コ ン 化 合 物 を 含 む こ と が 好 ま し い
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